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総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問 

 

【質問日】令和６年３月６日（水） 

 

【個人質問】 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

１０ 坂 口 正 幸 １ 魅力あるまちづくりについて 

⑴ 本市の娯楽について伺う。 

⑵ レンタル自転車の設置はできないか。 

２ 自主防災組織の現状について 

⑴ 組織数及び活動内容は 

⑵ 機能していない組織への取組はあるか。 

⑶ 防災研修センターの利用状況は 

⑷ 巡回講習はできないか。 

３ 災害時の備蓄について 

⑴ 地区コミュニティセンターなど避難所となる場所での備蓄状況は 

⑵ 赤ちゃんから高齢者まで対応した備蓄はあるか。 

４ ＡＥＤについて 

⑴ 普通救命講習の応募・参加人数について伺う。 

⑵ 設置状況について伺う。 

⑶ 救命サポーターアプリの利用について伺う。 

５ 全国市町村交流レガッタ薩摩川内大会について 

⑴ 事業費について伺う。 

⑵ 今後どのように盛り上げていくのか。 

１１ 落 口 久 光 １ 本市のまちづくりの基本姿勢を確認する。 

⑴ 立地適正化計画（防災指針）における居住誘導は、安全と思える地域に

するべきでは 

⑵ 現在の都市計画審議会では、防災の観点から計画の説明をしているが、

安全性の確保は大丈夫か。 

⑶ 過去の水害の対策もいまだに向田排水機場だけのように感じる。高城川

や隈之城川周辺についての対応と居住誘導の在り方はどうか。 

⑷ 過去に川内駅を中心としたまちづくりを行うとの答弁もあったが、駅舎 

老朽化による建替え、移転に併せて中心市街地の再編をする考えはないか。

⑸ 都市計画審議会の説明を見ても、将来の絵が見えない。本市が今後どう

栄えていくのか、ビジョンはあるのか。 

２ 運転免許返納後の高齢者買い物支援の現状と今後の考えを聞く。 

⑴ 運転免許返納後の高齢者の支援はどうなっているか。 

⑵ 現存する支援事業では足りないと思うが、拡充の考えはないか。 

⑶ 買い物の中でも命をつなぐために必要な買い物支援事業として、生鮮食

品などの宅配サービス事業ができないか。 

ア 全国の自治体の事例について把握しているか。 

イ 秋田県大館市のバス運送の活用事業の事例等について、本市も取り組

む可能性はないか。 

３ 子育て支援策などの予算確保の考えを伺う。 
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⑴ １２月定例会でお願いし、実施いただいた電源交付金の用途拡大の要望

について 

ア 要望時及び要望後の国の感触はどうか。 

イ 今後、経過確認をしていく予定か。 

⑵ いつも予算を理由に、本市に必要と思われる事業ができないと嘆いてい

るが、特定目的基金の活用について以下確認する。 

ア 特定目的基金を活用して、これまで実施したくてもできなかった事業、

例えば、子育て支援の拡充としての保育料の完全無償化や老朽固定資産

の解体等やるべきことが先送りになっていること等について活用できる

ものは実施すべきと思うがどうか。 

イ 同じく、本市管轄の改修ができていない排水機場の改修などにも充当

すべきと思うがどうか。 

１２ 阿 久 根 憲 造 １ 改正大麻取締法について 

⑴ 本市における大麻を含む薬物乱用の状況について問う。 

⑵ 薬物乱用防止の取組状況について問う。 

⑶ 産業用大麻について問う。 

２ 原子力防災訓練を振り返って 

⑴ 原子力防災訓練の背景・概要について問う。 

⑵ 安定ヨウ素剤について問う。 

ア 事前配布の状況 

イ 服用のタイミングや通知の方法 

⑶ 原子力防災を含む今後の災害対応の体制や拠点の整備について問う。 

３ 令和６年度に向けた医療・保健・福祉の提供体制について 

⑴ アフターコロナの医療・福祉施設のコロナ対策について問う。 

⑵ 働き方改革後の医療提供体制への対策について問う。 

⑶ 医療保険制度改革（全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築する

ための健康保険法等の一部を改正する法律）の影響について問う。 

ア 保険料など変わるところは 

イ 今後の医療費適正化の取組は 

１３ 井 上 勝 博 １ 令和６年能登半島地震を受けての原子力防災の避難計画について 

⑴ 道路が多くの箇所で寸断された状況での住民の避難は難しいのではない

か。 

⑵ 多くの家屋が倒壊し、火災も起き、道路が寸断された場合に、屋内退避

は可能か。 

⑶ 避難指示が出た場合の救助活動は可能か。 

２ 立地適正化計画では「居住誘導区域外」から「居住誘導区域」に人口を誘

導しようとしている。 

⑴ どのような方法で「誘導」するのか。 

⑵ 人口減少や若者の流出に悩む地域の課題との整合性はあるのか。 

⑶ 「居住誘導区域外」は災害危険地域や農地とし、その他は「居住誘導区

域」にして、人口に偏りがないようにするべきだと思わないか。 

３ 地域の軍事強化について 

⑴ さつま町は、町全体を軍事基地化するために防衛省に長年要望している。

隣接自治体である本市に相談はあったか。 

⑵ 川内港のすぐ近くに川内原発がある。川内港の軍事利用に反対するべき

ではないか。 
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⑶ 下甑島分屯基地の火薬庫の建て直しについて 

ア 火薬庫の建て直しについて、防衛省から情報はあったか。 

イ 下甑島分屯基地に火薬庫があることを市長、消防局は知っていたか。 

４ 国県の大型プロジェクトにおける市の負担金及び市持ち出し金は 

⑴ 南九州西回り自動車道 

⑵ 川内港の整備事業 

⑶ ガントリークレーン整備 

⑷ 川内宮之城道路 

５ 既存住宅改修環境整備事業について 

⑴ これまでの事業の補助金総額と住宅改修費用の総額は 

⑵ ５年を過ぎたら２度目の助成ができるようにできないか。 

⑶ 市外からの移住者の一戸建て借家にも適用できないか。 

 


